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～介護が必要になっても、
高齢者がいきいきと暮らせる地域って？～

▼研究の概要（背景・目標）

市町村は多様であり、地域包括ケアの
取組みを客観的に評価することが難しく、
その具体的評価方法等が課題である。

本研究は、岩手県の市町村の地域包括
ケアシステム構築の取組を評価する指標
設定や評価手法の具体化を目的として
行った。

▼研究の成果（結論・考察）

1.県内市町では、人材の不足、連携の困難
さ、過大な業務量などが課題であった。

2.広島県では、相互評価による信頼の醸成、

進捗状況の把握などが成果であり、定量
評価指標の不足が課題であった。

3. .生活支援体制整備事業を評価するため

に、プログラム評価で用いられるロジッ
ク・モデルを仮説的に作成した。

4.遠野市及び岩手町でのヒアリングの結果、

評価項目数・内容についての妥当性が確
認された。

▼研究の内容（方法・経過）

1.岩手県内の市町村の地域包括ケアシステ
ム構築に向けた取組状況及び課題の把握

2.先進地広島県の地域包括ケアの評価に関
する実地調査

3.遠野市及び岩手町に対する「生活支援体

制整備事業」に関する評価項目（試案）
による実地ヒアリング

図表

評価項目の例

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

1. 「生活支援」の要素に関する評価項目を試作したが、その完成を目指すことが課題である。

2. 生活支援以外の「医療・介護・予防・住まい」の指標（項目）の設定や評価手法の開発が課題である。

3. 本研究の調査にご多忙の中ご協力いただきました広島県、遠野市、岩手町の関係者の方々に、深く感謝
申しあげます。
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